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適正な萌芽更新を行うことによって里山環境が
変化,構成種が変化する

３つの様相が交互に現れることが特徴、２０年以上放置する
と常緑樹林構成種やモウソウチクが増加してくる。

11--２年２年
33--66年年

77--2020年年
2020年以上年以上





多様性のある森林になるには時間がかかる



神奈川県相模原市

江戸の消費を賄う農業団地造成:新田開発
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農地

近世 江戸周辺地域の新田開発と里山作り(17～18世紀)

相模原1673

三富1694

見沼1675年
見沼代用水
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加田屋新田1675年
見沼代用水1728年

相模原
上矢部 1673年
大沼 1707年
矢部新田 1715年
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西　　　　　　　　暦

万トン

木炭生産量から見た里山の利用変化（1905－2007）
近年の生産量は最大年の1%

270万ｔ／年

３万ｔ／年

拡大造林政策開始

木炭269万トンは重油164万トンに相当

里山の激変期
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神奈川県における1940~2000年 農地と森林面積の推移
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開発による減少
農地の森林化


